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都市再生整備計画　事後評価シート

守口都市核周辺地区

令和5年3月

大阪府守口市



様式２－１　評価結果のまとめ

都道府県名 面積 219

交付期間 44.1%

基幹事業

提案事業

基幹事業

提案事業

基幹事業

提案事業

当　初

変　更

単位 基準年度 目標年度 モニタリング 評価値

あり

なし

あり

なし

あり

なし

あり

なし

 １）事業の実施状況

守口44・47・48号線について、警察協議の上、一方通行道路である
ことから、整備が不要となり、削除。

削除/追加の理由

当初計画に
位置づけ、

実施した事業

事業名

当初計画
から

削除した
事業

交付期間の変更による事業、
指標、数値目標への影響

なし

新たに追加し
た事業

件/年 100 H29 80 77

8

 ２）都市再生整備計画
　　に記載した目標を
　　定量化する指標
　　の達成状況

従前値 目標値

商店街空き店舗率 ％ 40 H30

10

フォローアップ
予定時期

①守口61・78号線の整備事業名称を自転車走行空間整備事業に
変更した。
②道路空間の再配分を行い。歩道を拡幅するとともに自転車通行
空間を整備し、歩行者優先の空間を創出することにより、守口都市
核周辺地区の回遊性を向上させる。
③新たに整備する西部コミュニティセンターの体育室に隣接する
（仮称）さつき小学校跡地公園を整備することにより、地域の更なる
活性化を目指す。

西部コミュニティセンター（仮称）レクリエーションホール（体育室）整
備事業を追加し、地域の活性化の拠点とする。

目標
達成度

◎

商店街沿い公園等を活用したイベント数を変更。

1年以内の
達成見込み

34

効果発現要因
（総合所見）

◎
商店街沿い公園等を活用
したイベント数

件/年 0 H29 6 R4

商店街の活性化に向けたアンケートを実施
し、活性化に向けた取り組みを検討した。ま
た、土居商店街に案内看板を設置し、守口
市や土居商店街の魅力を向上させることが
でき、商店街の空き店舗数の減少につなげ
ることができた。さらに、道路整備を行った
ことで、歩行者及び自転車の安全性が向上
したことにより回遊性が向上し、商店街の
利用促進につなげることができた。

土居公園内には、防災備蓄倉庫、かまどベ
ンチ、防災バーゴラ等を整備し、防災性の
高い公園を整備したことにより、防災への
意識付けを行う事ができ、防災講習会の開
催につなげることができた。

◎

◎11指標４ 防災講習会の開催回数

指標３

R4

R4

R4

35

H29

道路（①自転車走行空間整備事業、②市道大枝12号線他（Ⅰ期）、公園（③（仮称）
さつき小学校跡地公園）

地域創造支援事業（体育室（西部コミュニティセンター（仮称）レクリエーションホー
ル（体育室）））

削除/追加による目標、指標、数値目標への影響

商店街の活性化に向けたアンケート調査を行う業務委託事業を行
うことを想定していたが、商店街と大学の自主的事業としてイベント
開催時の来訪者に対してアンケートを実施することとなり、関連事
業へと変更した。

まちづくりの目標である商店街の活性化については自主事業とし
て行ったとしても当初想定していたものと同等の効果が得られる
ため、指標への影響はない。

影響なし。

①事業内容は、変更後も同様のため、指標に影響はない。
②歩行者・自転車の事故数を変更。
③商店街沿い公園等を活用したイベント数を変更。

なし

なし

公園内にオープンスペース（芝生広場）を設
けたこと及びコミュニティセンター体育室を
整備したことにより、イベントの開催を促進
し、イベント回数の増加につなげることがで
きた。

道路に自転車通行空間を設けることで歩行
者と自転車の分離を行った。また、交通量
の多い主要道路（馬場菊水線等）の歩道を
拡幅することで、歩行者優先の空間を創出
することができ、事故数を減少させることが
できた。

6

指標1

回/年

歩行者・自転車の事故数

事後評価実施時期

大阪府

指　標

指標２

交付対象事業費

地区名

事業名

道路（守口44・47・48・61・78号線）

まちづくり活動推進事業（商店街活性化検討（土居商店街））

数　　値

市町村名 守口市

地域創造支援事業（看板設置（土居商店街））、まちづくり活動推進事業（商店街活性化検討（土居商店街））

道路（都市計画道路馬場菊水線、守口44・47・48・61・78号線）、公園（土居公園）、地域生活基盤施設（防災備蓄倉庫）

国費率

交付期間
の変更

1688.9百万円

守口都市核周辺地区

令和元年～令和3年度 令和4年度



単位 基準年度 目標年度 モニタリング 評価値

 ４）定性的な効果
　　発現状況

●

●

●

実施内容
都市再生整備計画に記載し、実施できた

実施状況

 ３）その他の数値指標
　　（当初設定した数値
　　目標以外の指標）に
　　よる効果発現状況

指　標
従前値 目標値

その他の
数値指標２

効果発現要因
（総合所見）

数　　値 目標
達成度

1年以内の
達成見込み

 ５）実施過程の評価

都市再生整備計画に記載はなかったが、実施した

都市再生整備計画に記載したが、実施できなかった

住民参加
プロセス

持続的なまちづくり
体制の構築

・空き店舗の活用幅を広げる。
・空き店舗の利用について情報発信する。

公園整備内容に関する調査

都市再生整備計画に記載し、実施できた

・整備内容について近隣自治会のニーズ調査を実施。

モニタリング

都市再生整備計画に記載し、実施できた

都市再生整備計画に記載はなかったが、実施した

都市再生整備計画に記載したが、実施できなかった

土居商店街の活性化に向けたアンケート

都市再生整備計画に記載し、実施できた

都市再生整備計画に記載はなかったが、実施した

都市再生整備計画に記載したが、実施できなかった

住民参加
プロセス

今後の対応方針等

フォローアップ
予定時期

その他の
数値指標1

都市再生整備計画に記載はなかったが、実施した

都市再生整備計画に記載したが、実施できなかった

住民参加
プロセス

土居商店街空き店舗対策についてのワークショップ

都市再生整備計画に記載し、実施できた

・コミュニティスペース等を活用した新たな付加価値の創出。都市再生整備計画に記載はなかったが、実施した

都市再生整備計画に記載したが、実施できなかった



様式２－２　地区の概要

単位：％ 40 H30 35 R4 34 R4

単位：件／年 0 H29 6 R4 8 R4

単位：件／年 100 H29 80 R4 77 R4

単位：回／年 6 H29 10 R4 11 R4

まちづくりの目標 目標を定量化する指標

商店街沿い公園等を活用したイベント数

商店街空き店舗率

歩行者・自転車の事故数

防災講習会の開催回数

目標値 評価値

守口市大日都市核地区（大阪府守口市）　まちづくり交付金の成果概要

従前値

今後のまちづくり
の方策

（改善策を含む）

・定期的に商店街近くでのイベントを開催し、コミュニティ形成の場を増加させる。
・公園の管理・整備を行い、利用者を増加させることにより、近隣の土居商店街の利用者の増加につなげる。
・防災講座を定期的に開催し、防災意識の維持に努める。
・道路の維持管理を行い、歩行者と自転車の分離を維持し、安全・安心なまちを持続する。

まちの課題の変化

・地区公園と守口市駅を結ぶ道路の歩道を拡幅するとともに自転車通行空間を整備し、歩行者優先の空間を創出することにより、守口都市核周辺地区の回遊性が向上した。
・歩行者と自転車を分離することにより、守口都市核周辺地区の事故発生数を減らすことができ、安全・安心なまちになった。
・土居公園整備工事やレクリエーションホール（体育室）を整備したことで、住民交流の場が増加し、賑わいや交流があふれる拠点づくりにつなげることができた。

大目標：地域における賑わいの創出
　 目標：商店街の活性化
           地域コミュニティの活性化
           安心安全なまちづくり

■基幹事業：道路

自転車走行空間整備事業

□：提案事業：地域創造支援

西部コミュニティセンター

（仮称）レクリエーションホール（体育室）整備事業

■基幹事業：公園

（仮称)さつき小学校跡地公園整備事業

■基幹事業：公園 土居公園再整備事業

■基幹事業：道路

市道大枝12号線他道路整備事業

■基幹事業：道路

都市計画道路馬場菊水線自転車走行空間整備事

業

■基幹事業：地域生活基盤施設 防災備蓄倉庫

□提案事業：地域創造支援

土居商店街活性化事業

市道大枝12号線他

道路整備事業 自転車走行空間整備事業

都市計画道路馬場菊水線

自転車走行空間整備事業

土居公園再整備事業

防災備蓄倉庫

（仮称）レクリエーションホー

ル（体育室）整備事業

（仮称）さつき小学校跡

地公園整備事業


